


平成２３年度版病院年報の発刊にあたって

院 長  津 村 秀 憲

 平成２３年３月１１日に発生した「東日本大震災」は、観測史上最大と言わ

れる地震と津波により、各地に甚大な被害をもたらしました。さらに東京電力

福島第一原子力発電所の事故によって多くの人々が避難生活を余儀なくされる

など、今なお大きな爪痕を残しています。１年以上の歳月が過ぎても、被災地

の復旧・復興どころか瓦礫の処理すら遅々として進んでいない現状に、忸怩た

る思いを抱いているのは私だけではないでしょう。人智を結集して作りあげた

強固な堤防や建築物も、自然の猛威の前には為すすべも無く、「想定外」という

言葉に人間の無力さを感じざるを得ません。

 平成２３年度の当院は、計画停電にはじまり夏季の節電対策などの突発的な

災害対応に振り回されながらも、既定の方針である入院基本料７対１の取得、

内視鏡室・化学療法室の建設など、第二期中期経営計画に掲げた事業を着実に

実施してまいりました。平成２３年度から本格実施となった看護師の二交代制

勤務と、７対１看護実現のための看護職員定数の増により、積極的に看護師の

確保に努めた結果、６月から入院基本料７対１を取得することができました。

また、長年の懸案であった内視鏡室等の環境を整備するための増築工事も滞り

なく完工し、平成２４年５月から１階は内視鏡センター、２階は外来治療室、

３階は会議室として供用を開始しています。

 未曾有の災害に見舞われた激動の年ではありましたが、計画に沿って職員一

丸となって病院経営に取り組んだ結果、平成２３年度決算は前年度に引き続き

黒字を計上することができました。職員皆で策定した計画が実現することで、

一人ひとりが経営に参画しているという実感が生まれ、その意識が相乗効果と

なってさらに良い医療が提供できるようになると考えています。

あの３月１１日を境に、これまで社会の規範となっていた常識や価値観が大

きく変わってきています。当院の理念である「 Smile,  Safety,  Satisfaction 」
を念頭に、時代の風を敏感に捉えながら、地域の基幹病院として信頼されるよ

う一層努めてまいります。



病 院 の 理 念

私たちは地域の健康を守るため最良の医療を志向し、愛され信頼される医

療を行なうにあたり、次のことを実践します。 

－ smile , safety , satisfaction － 

 ○私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

 ○私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

 ○私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 
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基 本 方 針

１）救急医療を充実させ、地域住民の求める医療に積極的に応えます。 

２）医療連携を積極的に推進し、地域に根ざした医療を展開します。 

３） 安全な医療を旨とし、医療の質・患者サービスの向上を図ります。

４）確かな技術、豊かな感性で高度な医療を展開します。 

５）職員は使命感と誇りを持ち、夢と感動ある医療を実践します。 

６）安定した経営基盤を確立し、限りある医療資源を有効に活用します。 

７）「患者の権利と責務」を遵守し、患者様との信頼関係に結ばれた医療の

提供を目指します。 
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